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連携いただいている先生方よりお受けしております。
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療養上の相談を、
医療施設・患者・家族よりお受けしております。
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WithCorona時代の新年度を迎えて
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連携いただいている諸先生方には日頃から格段の

ご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。今年度もご支

援の程よろしくお願いいたします。

さて、令和2年度は新型コロナウイルスに振り回さ

れた１年でした。ちょうど1年前のこの患者サポートセ

ンターだよりでは、通常の診療業務に従事しながら

も、新型コロナウイルス感染症対策にも正面から向

き合っていくことを皆さま方にお約束いたしました。

なお、1年前にはお伝えしておりませんでしたが、札

幌市保健所の要請により昨年2月の当初より帰国者・

接触者外来を設けましたし、実は2月末に市立札幌病

院・北海道医療センターに次いで、市内３番目の病院

として新型コロナウイルス肺炎患者の入院診療に当

たりました。それ以降、現在に至るまで感染患者の診

療に当たってきております。

外来患者の診療に当たっては、駐車場の一角に発

熱ユニットをコンテナを改造して急遽建設しました。

発熱患者や呼吸器症状のある患者は他の患者とは動

線を異にして、そのユニットの中で診療し内部の陰圧

ブースでPCR検査等を行っております。この発熱ユ

ニットの運営は内科系医師全員で行っております。ま

た外科系医師全員による術前スクリーニングもこの

ユニットを使用して行っております。一方、増加する

入院患者の対策として、１病棟をコロナ専用病棟に転

換し、陽性患者と疑い患者の収容に当たっており、陽

性患者は現在ほぼ満床状況です。

一方で、この1年2ヵ月あまりの間に、当院では十数

名の職員感染者（その多くが市中感染・家庭内感染）

が発生しました。しかし、その全ての感染事例には極

めて早期に対応しており、病院内クラスターは発生し

ておらず、何よりも一般入院患者の唯の一人にも感

染させておりません。これは当初から新型コロナウイ

ルス感染患者を診療し、職員全員での院内感染対策

に取り組んできた成果だと自負しております。

現在は発熱患者やコロナ疑い患者の個室収容のた

め病室が逼迫しております。一般診療、特に救急患者

の受入を時々制限しなければならない状況が生まれ

ております。しかしその中にあっても、当院通院患者

や連携医の皆さまからの紹介患者にはしっかり対応

しようと努めております。

今年度の当院の医療目標に「地域の基幹病院とし

て一般診療およびCOVID診療の両者に隔たりなく

職員全員で対応する」、「地域医療支援病院および地

域がん診療連携拠点病院として救急急性期診療・が

ん診療の充実に努める」と掲げました。当院は今後も

通常診療と新型コロナウイルス診療の両者にしっか

りと真面目に取り組んでいきます。当院の姿勢をご理

解いただき、新年度におきましても、連携いただいて

いる諸先生方のご支援・ご協力をよろしくお願いいた

します。
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新任医師の紹介
循環器内科　大平　　洋

2021年4月より循環器内科に赴任いたしました、大平　洋（おおひら　ひろし）で
す。前任の北海道大学病院内科Ｉでは、肺高血圧症、心臓サルコイドーシス、生活習
慣病の臨床・研究を中心に仕事をさせていただいていました。久しぶりの市中病院
の勤務で、フレッシュな気持ちで仕事をさせていただいています。Common 
diseaseから上記のような希少疾患まで広く診療をさせていただきたいと思いま
す。どうぞよろしくお願い致します。

整形外科　亀田　裕亮

4月から整形外科に赴任いたしました亀田裕亮と申します。医師15年目で、昨年
まで帯広厚生病院に勤務しておりました。上肢疾患を専門としており、肩関節から手
指にかけて、肩腱板断裂、絞扼性神経障害（肘部管、手根管）、変形性関節症（肩、
肘、母指CM、手指）、テニス肘、腱鞘炎などの変性疾患から外傷まで幅広く対応させ
て頂きます。地域の皆様のお力になれますよう精進してまいります。何卒よろしくお
願い申し上げます。

眼科　松本　悠介

本年度より眼科に赴任いたしました松本悠介と申します。白内障難症例や硝子体
手術、緑内障手術や眼瞼手術など北大眼科と連携し幅広い疾患に対応できる体制を
目指しています。
地域の皆様のお役に立てるよう尽力して参りますので、何卒よろしくお願い申し
上げます。

皮膚科　藤村　　悠

本年度より皮膚科医長として赴任致しました藤村悠と申します。昨年度までは北
海道大学病院に在籍し、大学院生として創傷治癒に関する研究も行っておりました。
皮膚科は二人体制で共に新任ですのでしばらくは不慣れなことも多いかと存じます
が、皮膚疾患全般に幅広く対応できるよう努力して参りますので、お困りの症例など
ございましたらぜひご相談頂ければ幸いです。よろしくお願い致します。

心臓血管外科　安東　悟央

心血管系の疾患が疑われましたら、いつでもご紹介下さい。
地域医療に貢献できるよう精進します。



－3－

KKR札幌医療センター
KKR Sapporo Medical Center

麻酔科　坂井　俊朗

4月から麻酔科に赴任いたしました坂井俊朗と申します。手術麻酔に加え集中治
療領域の診療に当たらせていただきます。微力ですが皆様のお役に立てるよう精進
してまいりますので、何卒よろしく申し上げます。

産婦人科　橋本　大樹

本年度より産婦人科に赴任いたしました橋本大樹と申します。以前にもKKR札幌
医療センターで勤務しておりました。地域の皆様のお役に立てるよう診療を行って
まいりたいと考えておりますのでどうぞ宜しくお願い致します。

皮膚科　挽地　史織

本年度より皮膚科に赴任致しました挽地史織と申します。皮膚科医師は男女各1
名ずつの体制で診療に当たっておりますので、普段見せづらい部位も安心して受診
いただければと思います。少しでも皆様のお力になれますよう、尽力致します。どう
ぞ宜しくお願い申し上げます。

整形外科　佐藤　恒明

整形外科の佐藤恒明です。整形外科としてまだまだ駆け出しですが、骨折治療な
どで、皆様のお役に立てればと勉強中です。これからよろしくおねがいします。

耳鼻咽喉科　宿村　莉沙

4月より耳鼻科に赴任致しました、宿村　莉沙と申します。昨年まではこどもっく
るで勤務しておりました。小児のみみ・はな・のどでお困りのことがありましたら、お
気軽にご相談ください。
地域の皆様のお力になれるよう、精進して参りますので、何卒よろしくお願い致し

ます。
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「入院しているこどもたちにクリスマスプレゼントを！」
～ 小児科病棟から感謝の言葉 ～

昨年クリスマスにボランティア活動をされている「おとなりスマイル実

行委員会」様、「北海道グレートサンタラン」様、「あそびのむし事業」様か

ら入院中のこどもたちへのクリスマスプレゼントやおもちゃを寄贈してい

ただきました。デジタル玩具が氾濫し、スマホ子育てが社会問題となる中

で、本当にこどもたちのために作られたこうしたおもちゃは貴重な存在で

す。見ている我々も自ら手を動かして楽しむこどもたちの姿に思わず頬が

緩んでしまいます。今回御寄贈いただいた3団体の皆様に心からのお礼を

申し上げると共に、益々のご発展をお祈り申し上げます。

株式会社Ｔｈｅ Ｓｔ Ｍｏｎｉｃａ ボランティア活動「おとなりＳＭＩＬＥ実行委員会」様から、入院患児へのクリスマスプレゼ

ント・貸出であそべるおもちゃの寄贈をして頂きました。２０１７年のクリスマスプレゼント配布時に、お声掛け頂いて

から毎年プレゼントを用意して下さっております。今回はコロナを考慮し、当院の玄関そばでの受け渡しとなりまし

た。

「おとなりＳＭＩＬＥ実行委員会　活動の趣旨」
おとなりスマイル実行委員会は、小児がんをはじめとする長期の闘病生活を余儀なくされている子ども達と、そ

の家族を支援する市民有志による団体です。「病気とたたかう子どもたちにクリスマスカードを贈ろう！」のスローガ

ンのもと、就学、就労に関する課題など、広く一般の皆さまに子ども達をとりまく現状を知って頂き、解決に向け支援

と協力の輪が広がることを目的に活動しています。毎年、市民の皆さんにクリスマスカードを作ってもらう参加型イ

ベントや、小児がんに関する医療講演と一流のアーティストによる音楽を組み合わせたステージ公演を主催し、札幌

市内の小児病棟にクリスマスカードとプレゼントを贈っています。

　小　林　一　郎小児・アレルギーリウマチセンター長　医師

　南　谷　さやか小児・アレルギーリウマチセンター　病棟保育士
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「北海道グレートサンタラン実行委員会」様から、クリスマスプレゼントを寄贈していただきました。「病気と闘う

子ども達に小さな喜びを届けたい」との思いから、２０１７年～毎年当院の小児科病棟へクリスマスプレゼントを用意

して下さっております。

「北海道グレートサンタラン（札幌サンタファン）活動」
２０１５年より札幌市内にて、参加者がサンタクロースの衣装で街中を楽しく歩き、

クリスマスを病室で過ごすこどもたちへ、その参加費の一部で購入したプレゼントを

贈るチャリティイベントを開催しております。２０２０年は、イベント活動が出来ません

でしたが、たくさんの寄付者や協賛企業からの協力を得てプレゼント配布を無事終

えました。

東京おもちゃ美術館×日本財団様から、難病児のためのおもちゃセット「あそびのむし」を寄贈して頂きました。

「あそびのむし事業の想い」
このおもちゃセットは、病気や障害があるこどもたちにとっても遊びは大切で、すべてのこどもたちに「好きなあ

そびで夢中になる」経験をして欲しい、そんな想を込めて製作いたしました。ただおもちゃを配布するという事業で

はなく、難病児が増えている実態や、ご家庭での医療的ケアのご家族への負担の大きさなど、難病児とそのご家族

が抱える問題や存在自体を知ってもらう社会啓発も目的としております。
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どのボランティア団体様も、コロナ禍で例年のような活動を自粛せざるを得ない中、小児科病棟に入院中の

こどもたちの笑顔の為にと、一生懸命活動して下さり、変わらない支援をしていただけたこと、心より感謝申し

上げます。

毎年、クリスマス時期に入院しているこどもたち、そのご家族の皆様は、どこか寂しげな表情をしていらっ

しゃいます。そんな中、上記のボランティア団体様方からの寄贈品を丁寧に包み、ひとりひとりにクリスマスプ

レゼントにして配り歩くのですが、喜ぶこどもたちと、そのご家族の笑顔を見ることが出来るのは、私たちス

タッフもとても嬉しいことです。本当にありがとうございました。

少しでも早く、世の中が落ち着きを取り戻し、元の生活を営める日が来ることを願うばかりです。
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